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Ⅰ 管内概況 

 

（１）立 地 

 当事務所が位置する北勢地域は本県最北部に位置する桑名市、いなべ市、桑名郡（木曽岬

町）、員弁郡（東員町）の２市２町からなる桑員地区、それに隣接する四日市市、三重郡（菰

野町、朝日町、川越町）の１市３町からなる三泗地区、更にその西南部に接する鈴鹿市、亀

山市の２市からなる鈴亀地区、合計５市５町からなっています。総面積は１，１０７．３２ 

平方キロメートルで県土の１９．２％を、人口は約８３万５千人で県総人口の４５．９％を

占めています。 

 西部は滋賀県に境を接して鈴鹿山脈（海抜８００～１，２００ｍ）が連なり、鈴鹿国定公

園として雄大な自然景観を展開するとともに、鈴鹿山麓から伊勢湾に至る丘陵地には茶・花

木・野菜等の畑作地帯が広がっています。 

東部は伊勢湾に面し、広大な水田地帯を形成しています。鈴鹿山脈から発する諸河川（員

弁川、朝明川、内部川、鈴鹿川等）の流域は伊勢湾に向かって緩斜面で展開する伊勢平野を

生成し、水田地帯が広がっています。 

 気象は比較的温暖で東海型に属しており、四日市市における平均気温は１４．８℃、年間

降水量は１，７２４mm（統計期間：１９８１－２０１０年）となっています。一方、鈴鹿

山脈は四季を通じて平野部より低温であり、冬季は山越気流の風下強風域になり、いわゆる

「鈴鹿おろし」のため降雪のみならず時雨や氷雨に見舞われることもあります。 

当事務所は、森林・林業部門については北勢地域全域を所管していますが、農業部門につ

いては、四日市市、三重郡及び鈴鹿市、亀山市を所管しています。 

 

（２）農業・農村の現状 

管内の耕地面積は 14,455ha であり、そのうち水田 9,845ha(68%)、畑 4,610ha(32%)とな

っており、県内耕地面積の 24%を占めています。当地域は、県内で製造業が最も盛んな地域

であり、また農外に職を求めることが比較的容易な地域でもあること等から、兼業農家の割

合が約８割と高く、高齢化も進んでいます。 

しかし、管内の農業は、東側の伊勢湾沿岸から広がる水田における水稲、麦、大豆の生産

を始め、トマト、イチゴ、花きの施設園芸、牛、豚、鶏の畜産、西側の丘陵地帯では、茶、

花きに加えて、小規模ながら梨の産地も形成され、多種多様な農業生産が行われています。

近年は、この多様な農業生産と消費者との距離が近い利点を生かし、農産物直売施設を中心

とした少量多品目な野菜等の生産も活発となっています。 

その中でも、茶については、伊勢茶の主産地として、「かぶせ茶」を中心に高品質な茶を

生産しています。生産管理作業の機械化と加工施設の統廃合により大規模経営体も出現して

いますが、経営者の高齢化に伴い、さらなる担い手農家への茶園集積と老朽化した防霜ファ

ン及び加工施設の対策が課題となっています。 

また、花木の生産は、県内の約８割を占めています。かつては公共事業向けに生産が拡大

していた「つつじ類」も、公共需要の減少により価格の低迷が長く続いています。そのため、

近年は一般消費者向けに地被植物やコンテナプランツ等の多様な品目生産へシフトしていま

す。 

一方、鈴鹿山麓の中山間地域では、耕作放棄地の増加と共に近年野生鳥獣による農林業へ

の被害が増加しています。その中で、棚田 100 選に選出された美しい景観をもつ坂本棚田等

については、隣接する湯の山温泉や関宿等の観光資源との連携等により、適正に管理されて
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いくことが期待されています。 

（３）農業農村整備事業の現状 

(1) 農業基盤の整備状況 

当管内は、耕地面積１４，４００ha 余りを有していますが、生産性の向上を図るため、

区画整理（ほ場整備）を推進し、狭隘な農地の大区画化を図ってきました。 

中でも、要整備面積（整備が必要とされる耕地の面積）は１２，０００ha 弱ですが、昨

年度までに７，１００ｈａ弱が整備され、整備進捗率は、５９．７％になりました。しかし

ながら、未だ県下平均の整備率８３．８％を大きく下回っている状況にあり、特に最近１０

ヶ年間の整備面積は、１５０ｈａ余に留まっています。 

四日市市から鈴鹿市にかけての東部低平地の水田地帯は、大部分が整備されましたが、西

部丘陵地から山麓に掛けて広がる茶園と花木を中心とした畑地帯は、未整備のまま残されて

います。     

(2) 各種事業の推進状況 

 【県営事業】 

   経営体育成基盤整備事業は、鈴鹿市沿岸部に広がる水田地帯約２，０００ｈa を事業地

区として実施された県営かんがい排水事業（Ｈ２０年度更新工事が完了）の末端給水事業

として平成１４年度に１期工事に着手し、現在６期まで進み、全体の６１％が完成してい

ます。 

   また、平成２３年度からほ場の大区画化を図る区画整理を鈴鹿市稲生地区で実施してい

ます。 

 【団体営事業】 

   集落排水整備促進事業は、管内の整備進捗状況は、四日市・鈴鹿・亀山地内で４地区を

実施しています。 

(3) 多面的機能支払交付金事業 

農業の多面的機能の維持・発揮のための地域活動等は、現在県下の２３市町おいて３１７

団体が１５,２０２ha で実施し、当管内でも４市町４０団体が２，８２７ha で活動をしてい

ます。 

今年度も組織の質的向上と非農家の理解のために必要な支援を行います。 

 

（４）森林・林業の現状 

管内の森林面積は４０，０５５ha で、森林率は３６％となっています。このうち、民有林

は３７，９８４ha で森林全体の９５％を占めています。 

民有林のうち、１８，７３５ha が人工林で、人工林率は４９％と県平均人工林率６２％を

大きく下回っています。また、民有林の蓄積は５，７０２千㎥で、１ha 当たり蓄積は１５０

㎥と、県平均の１９９㎥を下回っています。 

(1)員弁川、三滝川流域 

 下流に桑名市、四日市市が発達し、名古屋圏に近いこともあり、流域全体が都市近郊林の

性格を持っています。 

 また、都市化により、住宅団地、事業場などに転用される森林も多く、地味が劣ることも

あり、人工林率は３７％と低く、天然広葉樹林が多く残されています。 

 所有形態は、かつての入会集団の系譜を持つ共有林が多く、分割されて個人所有となった

森林は総じて零細規模です。加えて、他産業への就業機会に恵まれているため、林地は経営

目的ではなく、資産として保有している林家が大部分でありますが、特にいなべ市において
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は、小規模所有者の森林の集約化への取組も進められています。 

 地質は、基石が砂岩や花崗岩で、堆積した土壌は侵食を受けやすく、中下流域が都市化さ

れていることもあり、木材生産よりも環境保全や災害防止面に強い期待がかけらけれていま

す。 

(2)鈴鹿川流域 

本地域は、人工林率が６１％と高く、森林資源が成熟しつつあります。 

亀山市関町を中心とする上流域に古くからの林業地があり、林業産地としての規模は小さ

いものの、集約化施業や高性能林業機械の導入による低コスト化に向けた取組も始まってお

り、木製品の販売や森林総合利用などの経済事業も行われており、素材市場、製材工場も含

めた林業産地を形成しています。 

 今後も引き続き森林施業の集約化を図り、素材の安定的な供給体制の整備に向けた取り組

みが課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




